
 
 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
 
【食農学類の教育目標】 
本学類は、農学を総合的・実践的に学び、21世紀の食料・農林業・地域社会が直面する諸
課題の解決に貢献できる知識・技能と応用力を備えた人材を養成する。 
 
【学類ディプロマ・ポリシー】 
本学類は、日本やモンスーンアジア等の農林業と食生活を深く理解し、よりよい社会の創

造に向けて農学の専門性を活用できる人材を養成するため、「実践性」「学際性」「国際性」

「貢献性」の四つの能力の観点からディプロマ・ポリシーを定める。 
 
Ⅰ. 課題解決志向と実践的な専門知識 
本来の農学は課題解決への貢献を第一義とする学問として発展してきた。このような特性

を有する農学から学んだ専門的な知識・技能の価値について、関連産業や地域社会の具体

的な取り組みとの関わりにおいて認識できること。 
 
Ⅱ. 学際的な理解力とコミュニケーション能力 
自然資源に依存する衣食住の供給システムは地域環境・農林業・製造業・流通業等の連鎖

として機能している。連鎖の各領域に専門化した農学を学びながらも、領域を超えた学際

的な理解力と発信力を培うことで、連鎖総体のレベルアップを常に意識できること。 
 
Ⅲ. 国際的な問題意識とグローバルな知見の応用力 
立地特性の強い農林業や食品産業にも、地域や国を超えた共通の要素が含まれている。グ

ローバルに認知された科学的知見を応用する手法を学ぶとともに、地域固有の課題の解決

に向けた国際比較や国際交流に挑戦できること。 
 
Ⅳ. 冷静な分析力と持続的な地域貢献意識 
震災・原発事故からの復興に深く関わる本学類の農学教育は、歴史的・国際的にも類例の

ない取り組みである。科学的なエビデンスと論理性を大切にする冷静な分析力を身に付け

るとともに、長期の時間視野から地域貢献の意義を理解できること。 
 
【履修コースごとのディプロマ・ポリシー】 
 
［食品科学コース］ 
食品の栄養素や機能の分析について、専門的な知識と実験手法を身に付けている。安全性

やおいしさ等に優れた食品の製造について、専門的な知識・技能を修得するとともに、新

製品への挑戦に寄与できるレベルの経験を積んでいる。発酵・醸造学などを学び、地域の

食の伝統的な強みを活かす筋道を具体的に理解している。 



 
 

 
［農業生産学コース］ 
育種学・栽培学などの作物学の専門的な知識・技能を修得し、地域の強みである果樹・園

芸等の特性についても理解している。病害虫管理や土壌肥料の原理を学ぶことにより、作

物の生産性向上や環境保全型農業拡大の基本課題を認識している。安全で付加価値の高い

作物の生産に向けた取り組みのポイントも理解している。 
 
［生産環境学コース］ 
農林業を支える生産環境（森林・農地・水利施設など）の実態を把握し、その管理・活用

システムを科学的・体系的に理解することで、生産環境の修復や改善をめぐる実践的な課

題に取り組むこともできる。ICT 等を用いて資源の効率的な利活用を実現する最先端の農
業技術の原理を理解している。 
 
［農業経営学コース］ 
農林業や食品産業の経済活動について、モノと情報の連鎖を分析する知識と方法論を身に

付けている。具体的な事例に学ぶことで、農商工連携等の新潮流のポイントを理解してい

る。協同組合の存在意義や共有地的な資源の持続性について多角的な議論を積み重ねてお

り、単純な市場経済を超えた領域にも貢献することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


